
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律施行規則 
の一部を改正する省令（案）」に対する意見募集 

（パブリックコメント）について 

       

                   令和元年10月８日（火） 

 本年８月に開催された絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引に関する

条約（ワシントン条約）第18回締約国会議における附属書改正の結果等を受け、

国際希少野生動植物種の追加等を行う方針です。これに伴い、絶滅のおそれのあ

る野生動植物の種の保存に関する法律施行規則の一部を改正し、個体識別措置の

対象種が変更することを検討しています。 

本件について、広く国民の皆様から御意見を募集するため､令和元年10月８日 

（火）から令和元年11月６日（水）までの間、パブリックコメントを行います。 

 

１．背景 

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）で

は、平成29年の改正により、国際希少野生動植物種の登録に係る個体識別措

置が義務付けられている。 

今回、令和元年８月に開催されたワシントン条約第18回締約国会議での附

属書の改正（令和元年11月26日発効）を受け、国際希少野生動植物種を追加

することとしているが、それに伴い種の保存法の施行規則で規定する個体識

別措置の対象種が変更となるため、施行規則の改正を行う。 

 

２．意見募集の対象 

・絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律施行規則の一部を

改正する省令案の概要（添付資料１参照） 

 

３．意見募集要領 

  御意見のある方は、添付資料２「意見募集要項」に沿って郵送、ＦＡＸ又

は電子メールにて御提出願います。意見募集要項に沿っていない場合、無効

となる場合がありますので御注意願います。 

なお、頂いた御意見に対する個別の回答はいたしかねますので、御了承く

ださい。 

 

４．添付資料 

 下記リンクをご覧ください。 

http://www.env.go.jp/press/107279.html 

 

 

 

 

http://www.env.go.jp/press/107279.html


（参考）国際希少野生動植物種 

 国際的に協力して種の保存を図ることとされている絶滅のおそれのある野生

動植物種（国内希少野生動植物種を除く。）であって、政令で定めるもの。ワ

シントン条約附属書Ｉ掲載種（我が国が留保している種を除く）及び渡り鳥等

保護条約に基づき相手国から通報のあった種を指定。 
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